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本日お話しすること

高大接続改革と大学入学共通テスト

『情報Ⅰ』出題方法等

令和７年度大学入学共通テストの問題
作成方針について

試作問題とそのねらいについて

高等学校と大学の情報教育を接続
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大学教育で
必要となる力

高校教育で
育成する力

大学入試で
測る力

社会で生きていく
ための力

⾼⼤接続改⾰
社会環境が大きく変化（グローバル化，情報化，AIの進展，少子高齢化）
・予測のつかない社会において、様々な課題に対し多様な⼈々と協働して解
決していくことが必要

・知識基盤社会のなかで、新たな価値を創造していく⼒を育てることが必要

●

⾼校までに培った⼒を更に向上・発展させ、社会に送り出すため
“三つの方針”に基づく大学教育の質的転換
・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
・教育課程の編成の方針（カリキュラム・ポリシー）
・入学者選抜の方針（アドミッション・ポリシー）

学力の3要素を多面的・総合的に評価し、大学で求められる力を把握する
入試の改善

・大学入学共通テストの導入
・各大学の個別選抜の改善（一般選抜，総合型選抜，学校推薦型選抜）

学習指導要領の改訂
・育成することを目指す資質・能力の明確化
・そのための授業や学習評価の改善
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大学入学共通テスト

大学入試で問われる「学力の3要素」

各大学
個別選抜試験

主体性・多様性・協調性

知識・技能

思考力・判断力・表現力

各大学
個別選抜試験

大学入試センター試験

【以前の大学入試】 【現在の大学入試】

・一般選抜
・総合型選抜
・学校推薦型選抜

基盤となる

主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

自ら課題を発見しその解決に 向けて探
究し、成果等を表現するために必要な

学習指導要領の改訂

・一般入試
・AO入試
・推薦入試



これまでの国の動向

義務教育終了段階での高い理数能力を、文系・理系を問わず、大学入学以降も伸ばし
ていけるよう、大学入学共通テストにおいて、国語、数学、英語のような基礎的な科目とし
て必履修科目「情報Ⅰ」（コンピュータの仕組み、プログラミング等）を追加するとともに、
文系も含めて全ての大学生が一般教養として数理・データサイエンスを履修できるよう、
標準的なカリキュラムや教材の作成・普及を進める。

大学入学共通テストに「情報Ⅰ」を 2024 年度より出題することについて検討し，2021 
年度中に結論を得ること等も見据え，高等学校における専門教員の養成や外部人材等
の活用も含めた質の高い教員の確保等の全国的な支援方策を早急に検討し、実施する。
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未来投資戦略2018-『Society 5.0』『データ駆動型社会』への
変革-（平成30年6月15 日閣議決定）

統合イノベーション戦略2020（令和2年7月17日閣議決定）

成長戦略フォローアップ（令和2年7月17 日閣議決定）

高大接続システム改革会議最終報告（平成28年3月３1日）
(3)「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の導入
次期学習指導要領における教科「情報」に関する中央教育審議会の検討と連動しなが
ら、適切な出題科目を設定し、情報と情報技術を問題の発見と解決に活用する諸能力を
評価する。

Society 5.0 時代に必要な思考力・判断力・表現力などの学力を評価する大学入学
共通テストを着実に実施していく。また、当該テストにおいて「情報Ⅰ」を 2024 年度か
ら出題することについて CBT 活用を含めた検討を行う。



情報教育の変化

• 小学校－プログラミング教育が必修化
• 中学校－技術・家庭において，新たにネットワークを利用した

双方向性のあるコンテンツのプログラミングの指導が追加さ
れるとともに，情報セキュリティ等の指導の充実

• GIGAスクール構想（義務教育は2022年度に整備完了）
• 高等学校－「情報Ⅰ」を高校生全員が履修
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初等中等教育における「情報教育」の変化

「AI 戦略2019～人・産業・地域・政府全てにAI～」（令和元年６月11 日決定）

• 文理を問わず、全ての大学・高専生（約50万人）が、課程に
て初級レベルの数理・データサイエンス・ＡＩを習得

• 文理を問わず、一定規模の大学・高専生（約25万人）が、自
らの専門分野への数理・データサイエンス・ＡＩの応用基礎力
を習得する

高等教育における数理・データサイエンス・AI 教育
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「新たな時代を担う人材育成と研究力の強化について」
令和３年５月１４日 萩生田大臣提出資料（抜粋）令和３年第６回経済財政諮問会議

●

：水野追記
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令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト
出題教科・科目の出題方法等

令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト
「経過措置科目」の出題方法等

令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テストの出題教科・科目の出題方法等（令和５年６月９日）
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※選択問題は高等学校での履修の有無に関係なく選択し解答できる

経過措置問題「旧情報」
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試作問題『情報Ⅰ』・『旧情報（仮）』の問題構成

令和７年度大学入学共通テスト 試作問題「情報」の概要

==



National Center for University Entrance Examinations

令和７年度共通テストにおける得点調整対象科目について

得点調整については，従来，受験者
数が１万人未満の科目は得点調整の対
象としないこととしてきた。しかし，
『情報Ⅰ』と『旧情報（仮）』はいず
れも令和７年度大学入学共通テストで
初めて出題する科目であるなどの事情
があるため，これらの科目については，
受験者数が1 万人未満の場合も得点調
整の対象とすることとする。

令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テストにおける得点調整の対象教科・科目について
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令和７年度大学入学者選抜に係る
大学入学共通テストの問題作成方針
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第１ 問題作成の基本的な考え方

大学入学共通テスト（以下「共通テスト」という。）は，
大学（専門職大学，短期大学，専門職短期大学を含む。以
下同じ。）への入学志願者を対象に，高等学校（中等教育
学校及び特別支援学校高等部を含む。以下同じ。）の段階
における基礎的な学習の達成の程度を判定し，大学教育を
受けるために必要な能力について把握するという目的の下，
各大学が実施する試験等との組合せにより，大学教育を受
けるためにふさわしい能力・意欲・適性等を多面的・総合
的に評価・判定することに資するよう，以下を基本的な考
え方として作成する。

⇒1,2,3 

令和５年６月９日公表

令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テストの問題作成方針
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１. 大学への入学志願者が高等学校教育の成果として身に付けた，知識・技能や思考
力・判断力・表現力等を問う問題の作成

大学で学修するために共通して必要となる，高等学校の段階において身に付けた
基礎的な力を問う問題を作成する。

特に，高等学校学習指導要領において「主体的・対話的で深い学び」を通して育
成することとされている，深い理解を伴った知識の質を問う問題や，知識・技能を
活用し思考力・判断力・表現力等を発揮して解くことが求められる問題を重視する。
その際，言語能力，情報活用能力，問題発見・解決能力等を，教科等横断的に育成
することとされていることについても留意する。

２. 各教科・科目の特質に応じた学習の過程を重視した問題の作成
１に示した知識・技能や思考力・判断力・表現力等を適切に評価できるよう，出

題科目の特質に応じた学習の過程を重視し，問題の構成や場面設定等を工夫する。
例えば，社会や日常の中から課題を発見し解決方法を構想する場面，資料やデー

タ等を基に考察する場面，考察したことを整理して表現しようとする場面などを設
定することによって，探究的に学んだり協働的に課題に取り組んだりする過程を，
問題作成に効果的に取り入れる。

３. 多様な入学志願者の学力を適切に評価する問題の作成
２に示す問題作成の工夫を重視した上で，多様な入学志願者が十分に力を発揮し，

１に示す知識・技能や思考力・判断力・表現力等を適切に評価できる問題となるよ
う，構成や内容，分量，表現等に配慮する。

その際，これまで良質な問題作成を行う中で蓄積した知見や，問題の評価・分析
の結果を問題作成に生かすようにする。

●

令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テストの問題作成方針
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「情報」の問題作成方針

○ 日常的な事象や社会的な事象などを情報とその結び付きとし
て捉え，情報と情報技術を活用した問題の発見・解決に向けて
探究する活動の過程，及び情報社会と人との関わりを重視する。

問題の作成に当たっては，社会や身近な生活の中の題材，及
び受験者にとって既知ではないものも含めた資料等に示された
事例や事象について，情報社会と人との関わりや情報の科学的
な理解を基に考察する力を問う問題などとともに，問題の発
見・解決に向けて考察する力を問う問題も含めて検討する。

○ プログラミングに関する問題を出題する際のプログラム表記
は，授業で多様なプログラミング言語が利用される可能性があ
ることから，受験者が初見でも理解できる大学入試センター独
自のプログラム表記を用いる。

『情報Ⅰ』

令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テストの問題作成方針
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令和２ 年11月10 日 令和３年３月24日 令和４年11月９日

「情報」
試作問題（検討用イメージ）

情報
サンプル問題

試作問題
『情報Ⅰ』『旧情報（仮）』

(情報処理学会のサイトに掲載中)

『情報Ⅰ』試作問題・サンプル問題
●
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試作問題『情報Ⅰ』問題構成

※1～5 試作問題『旧情報（仮）』と共通

令和７年度大学入学共通テスト『情報Ⅰ』の出題内容は，本試作問題を踏まえ，
今後も引き続き検討します。

令和７年度大学入学共通テスト 試作問題「情報」の概要

シミュレーション

プログラミング

データの活用

二次元コード

論理回路

情報デザイン

誤り検出

情報モラルなど
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（問2）情報通信ネットワークで利用され
ている通信データの誤り訂正の仕組みに
ついて，問題文から読み取った内容を踏
まえて考察できるかを問う。また，基数変
換の理解を基に，具体的な誤り訂正を考
察できるかを問う。
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（問1）会話文から読み取った内容と知的
財産権（特許権）に関する知識を関連付け
て，二次元コードが広く普及した理由を考
察できるかを問う。

第2問A
広く私たちの生活の中で利用されている情
報技術の一つである二次元コードについ
て，その仕組みの理解と探究的な活動の中
で得られる規則性や特徴について，また，
知的財産権との関わりについて考察できる
かを問う。

（問2）二次元コードの位置検出の目印につ
いて，問題文から読み取った内容と解像度や
画像に関する知識を関連付けて，類推しなが
ら考察できるかを問う。
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2 1

6

第3問
日常的な買い物において，代金を支払う際
の「上手な払い方」を考えるという問題解
決の題材において，基本的なアルゴリズム
とプログラミングの基本に関する理解を基
に，示された要件を踏まえたプログラムに
ついて論理的に考察できるかを問う。

（問1）この問題で定義する「上手な払い
方」を理解した上で，必要となる関数の理
解とその使用方法について論理的に考察
できるかを問う。
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2
3

10

（問2）目標の金額になる最小の硬貨枚数を
計算する考え方を理解した上で，基本的なプ
ログラミングにおける変数の使い方や繰返し
による処理，算術演算の活用法を理解して
いるか，また，求めるアルゴリズムについて論
理的に考察できるかを問う。
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3

0

0 2

0 1（問3）最小となる交換硬貨枚数を求
める基本的なプログラミングにおいて，
作成した関数の使い方に関して理解し
ているか，また，繰返しや条件分岐を用
いて最小値を求めるアルゴリズムにつ
いて論理的に考察できるかを問う。

●
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第4問
国が実施した生活時間の実態に関する統
計調査を基に，スマートフォン・パソコンな
どの使用時間と睡眠の時間や学業の時間
との関係を題材に，データの活用と分析に
関する基本的な知識及び技能と，データが
表すグラフから読み取れることを考察でき
るかを問う。

（問1）スマートフォン・パソコンなどの使用
時間が長いグループと短いグループに分
けられた統計データを基に，そこから分析
できる仮説とそうでない仮説を考察し識別
できるかを問う。
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『情報関係基礎』 『情報Ⅰ』

出
題
範
囲

専門教育を主とする農業，工業，商業，
水産，家庭，看護，情報及び福祉の8 
教科に設定されている情報に関する
基礎的科目を出題範囲とする。

（学習指導要領「情報Ⅰ」の内容）

問
題
作
成
方
針

【令和6年度】
情報と情報技術についての科学的

な探究の過程を重視する 。問題の作
成に当たっては，専門教育を主とする
「農業，工業，商業，水産，家庭，看護，
情報及び福祉」に設定されている情
報に関する基礎科目を出題範囲とし
ていることを踏まえ，情報及び情報技
術の基本的な知識と，考え方，基本的
なアルゴリズムの理解とそれを実現す
る方策，プログラミングやアプリケー
ションソフトウェアを活用したデータの
処理や分析，問題解決の方法の理解
を問う問題などを含めて検討する。

【令和7年度】
日常的な事象や社会的な事象などを情報と

その結び付きとして捉え，情報と情報技術を活
用した問題の発見・解決に向けて探究する活
動の過程，及び情報社会と人との関わりを重
視する。

問題の作成に当たっては，社会や身近な生活
の中の題材，及び受験者にとって既知ではない
ものも含めた資料等に示された事例や事象に
ついて，情報社会と人との関わりや情報の科学
的な理解を基に考察する力を問う問題などとと
もに，問題の発見・解決に向けて考察する力を
問う問題も含めて検討する。

-以下省略-

『情報関係基礎』≠『情報Ⅰ』
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大学入学共通テスト利用科目の予告
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各大学は，アドミッションポリシーにもとづいて
『情報Ⅰ』を課すか否かを予告

国立大学 原則『情報Ⅰ』を課す方針/国大協
公立大学 大学によって様々（必須・選択）
私立大学 大学によって様々

（課す場合）選択科目が多いか



講義「情報リテラシー」シラバス

• 授業概要，コンピュータの歴史，Ｔ大学の情報環境と利用上の
注意

• 情報倫理：知的財産権，引用マナー，個人情報，プライバシー
保護

• 情報セキュリティ：パスワード，インターネットのリスクと安
全対策，暗号技術

• 計算基礎：数の表現，文字の表現，符号化，データ量，データ
構造，論理演算，プログラム，プログラミング言語，アルゴリ
ズム，計算量

• コンピュータの仕組み：5つの機能，オペレーティングシステム

• インターネットの仕組み：ネットワークと通信の基礎，Webや
メールの仕組み

講義概要
情報の基本概念と社会におけるコンピュータとインターネットの位置づけを理解した上で,
コンピュータの原理と構成,ソフトウェアの原理,インターネットの仕組みなどについて学ぶ.
併せて,インターネットを安全かつ有意義に活用するために必要な情報倫理,情報セキュリ
ティ,知的財産権に関する知識を学ぶ.

例：Ｔ大学（国立）
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数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム
「数理・データサイエンス・AI （リテラシーレベル） モデルカリキュラム」

キーワード（知識・スキル）

2-1. デー
タを読む

・データの種類（量的変数、質的変数）・データの分布(ヒストグラ
ム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）・代表値の性質の違い（実社
会では平均値＝最頻値でないことが多い）・データのばらつき（分散、
標準偏差、偏差値）・観測データに含まれる誤差の扱い・打ち切りや
脱落を含むデータ、層別の必要なデータ・相関と因果（相関係数、擬
似相関、交絡）・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全
数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）・クロス集計表、分
割表、相関係数行列、散布図行列・統計情報の正しい理解（誇張表現
に惑わされない）

2-2. デー
タを説明
する

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ）・
データの図表表現（チャート化）・データの比較（条件をそろえた比
較、処理の前後での比較、A/Bテスト) ・不適切なグラフ表現（チャー
トジャンク、不必要な視覚的要素）・優れた可視化事例の紹介（可視
化することによって新たな気づきがあった事例など）

2-3. デー
タを扱う

・データの集計（和、平均）・データの並び替え、ランキング・デー
タ解析ツール（スプレッドシート）・表形式のデータ（csv）

＜スキルセット＞

文理を問わず約50万人
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小学校
中学校

高等学校
大学

文字入力など基本的
な操作を習得，プログ
ラミング的思考を育成

「技術・家庭」
プログラミング，情報
セキュリティに関する
内容を充実

「情報Ⅰ」
全ての生徒がプロ
グラミングのほか，
ネットワーク（情報セ
キュリティを含む）や
データベースの基
礎等を学習

文・理問わず
情報基礎科目，
数理・データサイエンス・AI
リテラシーレベル(約50万人)
応用基礎レベル(約25万人)

「情報活用能力」を
学習の基盤となる資質・能力と位置づけ
発達段階に応じて育成

2022年～

2021年～

2020年～

新しい学習指導要領 2025年～
大学入学共通テスト

情報教育の中核



本日お話ししたこと

高大接続改革と大学入学共通テスト

『情報Ⅰ』出題方法等

令和７年度大学入学共通テストの問題
作成方針について

試作問題とそのねらいについて

高等学校と大学の情報教育を接続

National Center for University Entrance Examinations
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